
議案第１号 

 

平成28年度飛島公共交通バス自己評価について 

 

 

平成28年度の飛島公共交通バスに関する自己評価について、次に定めるところに

よる。 

 

 

平成29年３月29日 

 

飛島村地域公共交通活性化再生法定協議会 

会 長  久 野 時 男 

 

 
 
 
 
 
 
 



平成２８年度 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価概要（経緯） 
中部様式２ 
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１．協議会が目指す地域公共交通の姿 

 飛島村における公共交通に関する課題 

 飛島村には、鉄軌道がない。H21 年以前は村内を通過する民間路線バスも飛島村による欠損金

補助により維持してきたが路線廃止の懸念があり、また、ルートの形状から一部の沿線住民し

か利用できない交通空白地問題を抱えていた。 

 総合病院や大型商業施設はなく、通勤通学先も村外という状況から、住民ニーズは最寄りの中

心市「名古屋市」等に移動できる公共交通サービスの向上が求められた。 

 

 総合計画における公共交通の位置づけ（H25～H34） 

 飛島バスの運行方法等の改善により利便性を高め、住民や勤労者の移動手段として恒久的な維

持存続を目指す。 

 

 課題解決に向けた対応→連携計画策定（H21～H26）とコミュニティバス等の運行 

 課題解消を図るため、活性化再生法に基づき H20/12 に「飛島村地域公共交通総合連携計画」

を策定、H21 年度より実証運行を開始。 

 鉄道駅と接続する幹線系統の「蟹江線・名港線」、地域内をカバーする地域内フィーダー系統の

「コミュニティバス」を運行させる。 

 総合病院への移動手段として事前予約制区域運行の「海南病院通院支援タクシー」も運行させ

る。 

 コミュニティバスの利用者数が低迷。補助金利用もあり、大幅な見直しが必要とされる。 

 

 平成 27 年 4 月 地域公共交通網形成計画を策定 

～連携計画から交通網形成計画への変更点～ 

 将来的な公共交通ネットワークイメージを構築（次頁図） 

 住民ニーズ等を反映し、法定協議会での合意を得て、コミュニティバスを廃止。 

 近鉄蟹江駅への移動環境強化として「蟹江線の増便」+主要バス停での駐輪場整備を行う。 

 蟹江線・名港線・海南病院通院支援タクシーの運行は継続。 

 

飛島村地域公共交通協議会 

平成１９年６月１日設置 

  幹線系統（県）  平成２８年６月日確保維持計画策定 

  （フィーダー系統はコミュニティバスの廃止に伴い対象外） 
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１．協議会が目指す地域公共交通の姿 

 飛島村における地域公共交通の将来像 

 住民・企業（従業員）の移動手段となる、利便性の高い持続性のある地域公共交通サービスの

維持存続を目指す。 

 地域公共交通の活性化及び再生に関する基本的な方針（４つの基本方針） 

 地域のまちづくり戦略を念頭においた公共交通の拡充 

 広域的な移動を担保した総合的な公共交通サービスのネットワークの強化 

 多様なモードの組み合わせによる最適な交通サービスの提供 

 関係者の協力と連携を得た交通環境の確保と利用促進策の拡充 

 計画期間 

 平成 27 年度～平成 31 年度の５年間 

 

 

 

○まちづくり計画と連動した将来の公共交通ネットワークイメージ図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

近鉄蟹江駅方面との接続 

名古屋港駅等 
方面との接続 

幹線的バス（蟹江線） 
村内中央を通過 

幹線的バス（名港線） 
臨海部をカバー 

乗継拠点 

接続拠点 
（駐輪場） 

飛島村の中央ゾーン 
（新規住宅地等） 

加藤クリニック 

太田医院 

Ａコープ 

海南病院（弥富） 
との接続 

＜凡例＞ 
 接続させる拠点施設 
 （病院・商業施設・公共施設等） 

村外にある総合病院との
接続は、デマンドタクシー
でカバー 
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２．計画の達成状況の評価に関する事項 

（１）飛島村地域公共交通網形成計画における計画の目標の設定について 

 網形成計画では、基本方針を実現するための「目標」を定めている。 

４つの基本方針 計画の目標 

地域のまちづくり戦略を念頭

においた公共交通の拡充 

①公共交通の利便性を高め、住民や勤労者の移動手段として

恒久的な維持存続を目指す。 

②公共交通の利便性を高めるため、バス停周辺の歩道や駐輪

場等の利用環境の向上を目指す。 

広域的な移動を担保した総合

的な公共交通サービスのネッ

トワークの強化 

①村外との鉄道と接続する「飛島公共交通バス（蟹江線・名

港線）」の維持拡充を図る。 

②鉄道や近隣市町のコミュニティバスとのネットワーク強

化を図るため、乗り継ぎ利便性の向上を図る。 

多様なモードの組み合わせに

よる最適な交通サービスの提

供 

①住民に提供できる交通モードを再構築し、各モードの役割

分担を意図した多様なモードの組み合わせによる交通サ

ービスを提供する。 

関係者の協力と連携を得た交

通環境の確保と利用促進策の

拡充 

①村民の移動手段の確保のため、高齢者・心身障害者福祉タ

クシー助成制度等、関係部門との連携・分担を進める。 

②交通事業者や住民、行政の協働による利用促進活動を実施

する。 

 

（２）飛島村地域公共交通網形成計画における評価指標の設定について 

  網形成計画では、運行事業と関連事業のそれぞれについて、次の評価指標を設定している。 

事業 事業名 評価指標 

運行 

事業 

○飛島公共交通バス（蟹江線・名

港線）事業 

○海南病院通院支援タクシー事業 

○路線別利用者数の推移（毎年調査） 

○財政支援額の推移（利用者数が悪化時） 

関連 

事業 

○利用促進策 ○住民の公共交通の利用割合（H31 年度時調査） 

○利用環境整備（駐輪場整備） ○駐輪場整備数（最終年度：８か所） 

 

（３）評価結果について 

 平成 28 年度の１１ヶ月期間（4~2 月）の対前年との比較を行った。蟹江線は 8.6％の増加

（10,336 人増）、名港線は 2.3％の減少（2,687 人減）、海南病院通院支援タクシーは 5.4％の減

少（30 人減）となった。 

 名港線・海南病院通院支援タクシーは減少しているものの、毎日運行しているため、１日あたり（約

340 日）の減少数は、名港線で 7.9 人、タクシーで 0.1人の減少となり、往復で考えれば、約４人の

利用が減ったことになる。 

 一方、蟹江線の増加は、１日あたり 30 人の増加（往復で 15 人）しており、公共交通全体で考えれ

ば、差し引き約 11 人の利用が増え、新たな需要創出ができている。 

 蟹江線・名港線は、朝は満車に近い状況で、積み残しが危惧されるほどの利用がなされている。 
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 蟹江線の利用者数の推移 

 

 

 名港線の利用者数の推移 

 

 

 海南病院通院支援タクシーの利用者数の推移 
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３．目標達成に向けた公共交通に関する具体的取組み内容 

○計画の目標を達成するために行う事業 

 目標を達成するために行う事業内容は、以下のように設定している。 

方針 目標 事業内容 実施主体 

１ ①  ○飛島公共交通バス（蟹江線・名港線） 飛島村 

②  ○自転車駐輪場等の整備 飛島村 

２ ①  ○飛島乗合タクシーの継続運行 飛島村 

②  ○ネットワークダイヤ等の随時見直し 

○近隣市町の路線との接続情報の住民への周知 

協議会 

協議会 

３ ①  ○各モードの役割分担の設定確認（幹線・支線等） 協議会 

４ ①  ○高齢者・心身障害者福祉タクシー助成制度の継続 飛島村 

②  ○利用促進を促すための関係者協議 協議会 

 

４．具体的取組みに対する評価 

 

 ＜基本方針１＞ 

 飛島公共交通バス（蟹江線・名港線）の評価結果は、前述のとおり。 

 自転車駐輪場等の整備は、コミュニティバスの廃止（H27 年 3 月）にあわせ、計画の初年度

（平成 27 年度）に設置可能箇所に確保している。 

＜基本方針２＞ 

 飛島乗合タクシーの「海南病院通院支援タクシー」については、病院診療の多様化にあわせ

て、病院発村行きのダイヤの増便を行った。 

 ネットワークの強化のための随時見直しとしては、定時運行のためのダイヤを見直し、平成

29 年１月１日より、「蟹江線」のダイヤを改正した。 

 当該ダイヤ見直しにあわせて「バスロケーションシステム」を平成 29 年 1 月 1 日より導入

し、住民への周知活動を実施した。 

＜基本方針３＞ 

 モードの組み合わせによる最適な交通サービスの提供は継続できている。 

＜基本方針４＞ 

 高齢者・心身障害者福祉タクシー助成制度は、継続して実施している。 

 利用促進を促す関係者協議については、「飛島公共交通バス検討委員会」を平成 28 年 8 月 17

日に開催し、①利用実績の推移、②蟹江線のダイヤ見直し、③バスロケーションシステムの

導入、④海南病院通院支援タクシーの増便対応の４テーマについて協議し、事業改善策につ

いて取り組みを進めている。 
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５． 自己評価から得られた課題と対応方針 

 

① 目標の達成状況に関する課題 

 目標達成状況については、利用者数の推移から、

概ね増加傾向にあり、適切に事業展開できている

と考える。 

② 公共交通ネットワークに関する課題 

 ネットワーク面では、蟹江線・名港線が幹線系統

として補助対象路線となっている。当該事業評価

では、朝便の満車状況が懸念されつつも、適切に

運行できていることを確認している。 

③ 公共交通の維持に関する課題 

 平成 21 年度より運行を開始した「コミュニティ

バス」について、随意事業見直しを行うものの利

用者数が増加せず、平成 27 年 3 月をもって廃止

した。当該廃止にあわせ、蟹江線の増便対応し、

公共交通のサービス維持を進めている。 

６．その他の取組について（アピールポイント） 

 

 平成 28 年 11 月に実施した「ふるさとフェスタ」にあ

わせ、「とびしまバス便り」を作成した。 

 当該バス便りをパネルに拡大し、展示しつつ、便りは配

布している。 

 これにより、公共交通事業の定期的な活動報告を行って

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜写真を掲載＞ 

 

過去の取組を通して、事業

見直しを定期的に行ってき

ており、大きな課題は存在し

ていない。 

ただし、蟹江線・名港線の

朝便に利用者が集中し、積み

残しが懸念される状況とな

っているため、車両の更新時

期にあわせ、増便対応につい

て注視している。 


